
7

●復興への第一歩　―横浜市域の瓦礫処理問題―

一
、
山
下
公
園
の
「
神
話
」

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
九
月
一
日
の

関
東
大
震
災
で
は
、
建
物
の
倒
潰
や
焼
失
に

よ
っ
て
大
量
の
瓦
礫
が
生
じ
た
。
で
は
、
そ

の
瓦
礫
は
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
っ
た

の
か
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
と
き
、
真
っ
先

に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
横
浜
港
に
面
し
た
山

下
公
園
の
存
在
で
あ
る
。

山
下
公
園
の
地
下
に
は
関
東
大
震
災
の
瓦

礫
が
眠
っ
て
い
る
。
地
震
発
生
後
、
山
下

町
の
沿
岸
は
瓦
礫
の
処
分
場
に
指
定
さ
れ
、

次
々
と
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、

公
園
案
と
埠
頭
案
の
対
立
な
ど
、
紆
余
曲
折

を
経
て
、
現
在
の
山
下
公
園
と
し
て
開
園
し

た
の
は
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
三
月
一
五

日
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
連
の
経
緯
は
都
市
計

画
の
観
点
か
ら
横
浜
市
内
の
公
園
を
分
析
し

た
田
中
祥
夫
『
ヨ
コ
ハ
マ
公
園
物
語
』（
中
央

公
論
新
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
詳
し
い
。

そ
う
し
た
誕
生
経
緯
か
ら
、二
〇
一
一（
平

成
二
三
）
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
以
降
、

山
下
公
園
は
震
災
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

注
目
を
集
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
瓦
礫
処
理

に
関
す
る
政
府
の
関
係
閣
僚
会
議
で
は
、
瓦

礫
処
理
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
た
他
、
千
葉
県
の
浦
安
市
で
は
、
海
面

を
震
災
瓦
礫
で
埋
め
立
て
、
そ
の
上
に
臨
海

公
園
を
造
成
す
る
「
第
二
の
山
下
公
園
」
構

想
も
持
ち
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
山
下
公
園
は
様
々
な
方
面
か

ら
注
目
を
浴
び
て
い
る
が
、
こ
こ
で
一
つ
の

疑
問
が
湧
い
て
く
る
。
そ
れ
は
、
横
浜
市
域

で
生
じ
た
す
べ
て
の
瓦
礫
を
山
下
公
園
だ
け

で
処
理
で
き
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

確
か
に
瓦
礫
に
よ
る
埋
立
地
造
成
は
、
有
効

な
処
分
方
法
の
一
つ
に
間
違
い
な
い
が
、
そ

れ
だ
け
で
市
域
の
瓦
礫
を
す
べ
て
処
理
で
き

た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
を
解
明
す

る
に
は
、
公
園
の
造
成
計
画
と
は
別
に
、
具

体
的
な
瓦
礫
処
理
の
過
程
を
解
明
す
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
今
回
は
地
震
直
後

か
ら
震
災
一
周
年
を
迎
え
る
時
期
に
光
を
当

て
つ
つ
、
壊
滅
し
た
横
浜
市
域
の
瓦
礫
処
理

の
問
題
を
追
っ
て
い
き
た
い
。

二
、
建
築
物
の
倒
潰
と
焼
失

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
九
月
一
日
午

前
一
一
時
五
八
分
、
相
模
湾
を
震
源
域
と
す

る
Ｍ
七
・
九
の
地
震
が
発
生
す
る
。
横
浜
市

の
中
心
部
は
埋
立
地
の
上
に
形
成
さ
れ
て
い

た
た
め
、
そ
の
地
盤
は
弱
く
、
ほ
と
ん
ど
の

建
物
が
激
し
い
震
動
に
よ
っ
て
倒
潰
、
多
く

の
圧
死
者
を
出
し
た
。
ま
た
、
道
路
を
塞
い

だ
瓦
礫
は
避
難
路
を
奪
い
、
罹
災
者
の
行
動

に
制
限
を
加
え
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
市
内

二
八
九
箇
所
か
ら
火
災
が
発
生
し
、
倒
潰
し

た
建
物
に
襲
い
掛
か
っ
た
。
市
街
地
の
大
部

分
は
焼
き
尽
く
さ
れ
、
開
港
以
来
発
展
し
続

け
て
き
た
街
並
み
は
、
僅
か
一
日
で
灰
燼
に

帰
し
た
の
で
あ
る
。

鎮
火
後
、
市
街
中
心
部
は
大
量
の
瓦
礫
に

よ
っ
て
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。
特
に
関
内
方
面
、

外
国
人
商
館
の
並
ん
だ
山
下
町
は
石
造
や
煉

瓦
造
の
建
物
が
多
く
、
地
震
後
の
火
災
で
も

焼
け
残
っ
た
た
め
、
倒
潰
し
た
状
況
で
現
地

に
放
置
さ
れ
た
。
一
方
、
木
造
の
住
宅
や
商

店
の
密
集
し
て
い
た
関
外
方
面
で
は
、
ト
タ

ン
や
瓦
、
木
材
が
多
く
、
大
部
分
は
火
災
に

よ
っ
て
焼
か
れ
た
。
そ
れ
ら
瓦
礫
の
種
類
を

比
較
す
る
と
、
関
外
と
比
べ
、
関
内
方
面
の

瓦
礫
撤
去
の
方
が
困
難
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
状
況
を
早
急
に
処
理
し
、
復
興

に
む
け
て
動
き
出
す
こ
と
が
横
浜
市
の
大
き

な
課
題
と
な
っ
た
。

三
、
交
通
路
の
確
保

地
震
発
生
後
、
迅
速
な
救
援
活
動
を
行
う

に
は
、
人
員
や
物
資
の
移
動
を
容
易
に
す
る

交
通
路
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
道
路
や
水
路
に
散
乱
す
る
瓦
礫
の
撤
去

は
、
応
急
対
応
を
進
め
る
行
政
に
と
っ
て
急

務
で
あ
っ
た
。
九
月
三
日
、
横
浜
市
は
市
電

の
運
営
を
担
う
電
気
局
を
中
心
に
交
通
係
を

組
織
し
、
交
通
路
の
確
保
に
関
す
る
各
種
業

務
を
開
始
す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
横
浜
市

は
神
奈
川
県
と
対
応
を
協
議
し
て
整
理
作
業

の
方
針
を
定
め
た
。
そ
の
要
点
は
、
①
路
上

に
散
乱
す
る
倒
潰
家
屋
の
材
料
瓦
礫
・
電
線

等
の
障
害
物
除
去
、
②
最
も
危
険
に
し
て
そ

の
用
に
堪
え
な
い
破
損
建
物
を
爆
破
す
る
こ

と
、
③
崖
ま
た
は
石
垣
の
崩
壊
を
整
理
す
る

こ
と
、
④
破
壊
さ
れ
た
橋
梁
は
一
時
的
に
人

の
通
行
が
可
能
な
程
度
に
修
理
・
架
設
す
る

こ
と
、
⑤
さ
ら
に
進
ん
で
仮
橋
を
架
設
す
る

こ
と
、
⑥
下
水
の
修
理
ま
た
は
水
路
を
造
っ

て
排
水
を
図
る
こ
と
、
の
六
点
で
あ
る
。

そ
れ
に
基
づ
き
、
横
浜
市
は
九
月
六
日
か

ら
具
体
的
な
整
理
活
動
に
着
手
、
九
月
一
四

日
の
第
一
期
作
業
終
了
ま
で
に
国
道
一
号
及

び
市
内
幹
線
道
路
の
瓦
礫
撤
去
を
完
了
し
た
。

続
い
て
九
月
一
五
日
か
ら
は
第
二
期
作
業
と

し
て
重
要
道
路
の
瓦
礫
撤
去
を
進
め
る
と
同

復
興
へ
の
第
一
歩

―
横
浜
市
域
の
瓦
礫
処
理
問
題
―

山下公園　2002年10月撮影　広報課写真資料

瓦礫に埋まった本町通り　1923年9月
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時
に
、
水
路
の
開
通
作
業
に
も
着
手
、
工
兵

隊
を
中
心
に
各
河
川
の
整
理
が
行
わ
れ
た
。

こ
う
し
た
交
通
係
の
活
動
に
よ
っ
て
道
路
上

の
瓦
礫
は
順
次
撤
去
さ
れ
て
い
っ
た
。

九
月
二
八
日
の
『
横
浜
貿
易
新
報
』
は
「
市

内
の
道
路
橋
梁
は
目
抜
き
の
個
所
が
応
急
修

理
さ
れ
た
為
め
昨
今
で
は
少
し
迂
廻
し
さ
へ

す
れ
ば
交
通
に
支
障
が
な
い
程
度
に
達
し
て

居
る
」
と
、
復
旧
の
現
状
を
報
じ
る
と
と
も

に
、「
茲
十
日
の
中
に
は
一
通
り
交
通
が
出

来
る
様
に
な
り
目
抜
き
の
個
所
の
交
通
に
は

支
障
が
な
い
様
に
な
る
見
込
だ
」
と
、
復
旧

作
業
の
展
望
を
述
べ
て
い
る
。
九
月
末
に
は

道
路
上
の
瓦
礫
撤
去
に
つ
い
て
凡
そ
の
見
通

し
が
立
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
瓦
礫
の
撤
去
作
業
は
道

路
や
水
路
か
ら
優
先
的
に
行
わ
れ
、
一
〇
月

二
〇
日
に
は
、
市
内
の
通
行
は
問
題
な
く
行

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

四
、
撤
去
作
業
の
担
い
手

瓦
礫
の
撤
去
作
業
は
交
通
係
を
中
心
に
、

在
郷
軍
人
会
や
青
年
団
、
軍
隊
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
。
こ
れ
に
横
浜
市
が
臨
時
に
雇
っ
た

人
夫
も
動
員
さ
れ
た
と
推
察
で
き
る
。
そ
う

し
た
担
い
手
の
中
で
も
工
兵
隊
の
存
在
は
大

き
く
、
各
種
土
木
技
術
を
活
用
し
て
復
旧
作

業
に
努
め
た
。
地
震
発
生
後
、
横
浜
市
内
に

は
、
第
五
（
広
島
）、
第
一
二
（
小
倉
）、
第

一
四
（
水
戸
）、
第
一
七
（
岡
山
）
の
四
つ

の
工
兵
大
隊
が
展
開
し
て
い
る
。

震
災
当
時
、
工
兵
第
一
七
大
隊
の
見
習
士

官
で
あ
っ
た
林
秀
澄
は
、
戦
後
に
横
浜
で
の

工
兵
部
隊
の
活
動
を
回
想
し
て
お
り
、
各
種

作
業
の
内
容
を
詳
細
に
述
べ
て
い
る
（『
林

秀
澄
氏
談
話
速
記
録
Ⅰ
』
日
本
近
代
史
料

研
究
会
、
一
九
七
四
年
）。
工
兵
第
一
七
大

隊
は
九
月
六
日
に
岡
山
を
出
発
、
五
日
後
の

一
一
日
に
横
浜
に
到
着
し
、
そ
の
翌
日
か
ら

一
〇
月
一
五
日
ま
で
各
種
作
業
に
従
事
し
た
。

そ
の
な
か
で
最
初
に
行
っ
た
の
が
道
路
上
の

瓦
礫
処
理
で
あ
っ
た
。
林
は
「
翌
日
（
九
月

一
二
日
―
引
用
者
注
）
か
ら
ま
ず
出
掛
け
ま

し
た
の
が
、
東
神
奈
川
と
横
浜
駅
の
あ
い
だ
。

電
車
は
焼
け
て
い
ま
す
、
橋
は
落
ち
て
い
る
、

も
う
て
ん
で
ト
ラ
ッ
ク
が
通
れ
な
い
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
ト
ラ
ッ
ク
を

手
に
入
れ
て
い
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
通
る
道
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
朝
か
ら

晩
ま
で
こ
の
焼
け
あ
と
の
道
路
の
清
掃
で
ご

ざ
い
ま
す
ね
、
電
車
を
あ
ち
ら
へ
除
け
た
り
、

死
体
の
始
末
を
し
た
り
し
て
お
り
ま
す
」
と
、

当
時
の
作
業
状
況
を
回
想
し
て
い
る
。
こ
の

作
業
は
交
通
係
の
計
画
し
た
第
一
期
作
業
の

一
環
で
あ
ろ
う
。
道
路
上
に
散
乱
し
た
瓦
礫

は
自
由
な
通
行
を
妨
げ
て
い
た
。

続
い
て
工
兵
隊
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧

や
橋
梁
の
架
設
、
バ
ラ
ッ
ク
の
建
設
作
業
を

行
っ
た
後
、
九
月
下
旬
か
ら
崩
壊
し
た
建
物

の
爆
破
作
業
に
着
手
し
た
。
そ
の
準
備
段
階

と
し
て
、九
月
二
二
日
付
の
『
横
浜
市
日
報
』

は
、「
建
造
物
爆
破
無
料
」
と
い
う
記
事
で

工
兵
隊
に
よ
る
爆
破
計
画
と
交
通
係
へ
の
申

請
方
法
を
報
じ
て
い
る
。
す
で
に
東
京
方
面

で
は
、
工
兵
隊
に
よ
る
爆
破
作
業
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
残
骸
撤
去
に
大
き
な
力
を
発
揮

し
て
い
た
。
重
機
が
普
及
し
て
い
な
い
人
海

戦
術
の
時
代
に
お
い
て
、
爆
薬
に
よ
る
建
物

の
解
体
は
残
骸
撤
去
の
有
効
な
手
段
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
。

他
方
、
残
骸
の
爆
破
解
体
を
望
む
市
民
は

多
か
っ
た
よ
う
で
、
九
月
二
八
日
の
『
横
浜

市
日
報
』
は
申
込
み
の
方
法
を
再
度
伝
え
る

と
同
時
に
、「
但
し
爆
発
薬
は
希
望
者
の
負

担
で
あ
る
」
と
、
訂
正
を
加
え
て
い
る
。

先
述
の
林
は
専
売
局
や
高
島
屋
倉
庫
の
爆

破
・
解
体
状
況
を
回
想
し
て
お
り
、「
こ
わ

す
の
に
ど
う
や
っ
て
こ
わ
し
た
ら
い
い
の
か
、

結
局
残
っ
て
お
り
ま
す
壁
に
穴
を
あ
け
ま
し

て
、
そ
こ
に
火
薬
を
詰
め
て
爆
発
す
る
わ
け

で
す
」
と
、
具
体
的
な
爆
破
方
法
を
述
べ
て

い
る
。
現
場
の
工
兵
た
ち
は
建
物
の
性
格
を

考
慮
し
つ
つ
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が

ら
解
体
作
業
を
進
め
て
い
っ
た
。

そ
う
し
た
工
兵
隊
の
活
動
に
よ
っ
て
廃
墟

の
中
に
建
っ
て
い
た
倒
潰
建
築
物
は
次
々
と

姿
を
消
し
て
い
く
。
そ
の
後
、
工
兵
隊
は
一

〇
月
中
旬
頃
ま
で
復
旧
作
業
に
従
事
し
た
後
、

各
々
の
駐
屯
地
に
引
き
揚
げ
て
い
っ
た
。

五
、
埋
立
計
画
を
め
ぐ
っ
て

交
通
路
の
確
保
や
倒
潰
建
築
物
の
撤
去
な

ど
、
応
急
的
な
処
理
作
業
が
進
む
一
方
、
次

に
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
具
体
的
な
瓦
礫
の

処
分
方
法
で
あ
っ
た
。
横
浜
市
は
神
奈
川
県

と
対
応
を
協
議
し
な
が
ら
そ
の
方
法
を
模
索

し
て
い
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
九
月
一
四
日
の
『
横
浜

貿
易
新
報
』
は
社
説
「
復
興
要
議
」
に
お
い

て
、「
早
く
元
の
処
に
バ
ラ
ッ
ク
で
も
建
て

た
い
と
は
健
気
な
市
民
が
一
斉
に
希
望
し
て

居
る
所
で
あ
る
。
横
浜
の
復
興
を
促
進
す
る

に
は
市
民
の
こ
の
希
望
を
充
た
し
め
る
こ
と

が
此
場
合
最
も
緊
急
を
要
す
る
と
信
ず
る
」

と
、
バ
ラ
ッ
ク
建
設
の
促
進
を
主
張
す
る
と

と
も
に
、「
そ
れ
に
つ
い
て
は
先
づ
り
災
地

市内河川の状況（派大岡川・港橋付近）　1923年9月

瓦礫を撤去する在郷軍人会　1923年9月頃
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の
取
片
付
を
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
れ
ん

瓦
や
石
材
の
建
物
の
多
か
っ
た
関
内
は
そ
の

取
片
付
が
殊
に
困
難
で
あ
る
。
こ
の
困
難
は

手
近
に
是
等
の
残
骸
の
捨
場
を
設
け
、
且
そ

の
運
搬
を
公
共
機
関
で
引
受
け
る
こ
と
に
依

り
て
著
る
し
く
緩
和
さ
れ
る
」
と
、
早
急
な

瓦
礫
の
処
分
を
訴
え
た
。
そ
の
上
で
、「
山

下
町
一
帯
の
海
面
は
つ
と
に
埋
立
の
案
も

あ
っ
た
処
で
あ
る
。
平
時
の
散
歩
所
非
常
時

の
ひ
難
所
と
し
て
こ
の
際
速
か
に
之
が
埋
立

を
決
定
し
、
以
て
り
災
物
の
す
て
場
に
之
を

充
て
る
な
ら
非
常
に
便
利
で
は
な
い
か
」
と
、

具
体
的
な
処
分
方
法
を
提
示
し
た
。
管
見
の

限
り
、
こ
の
社
説
が
後
の
山
下
公
園
に
繋
が

る
最
初
の
主
張
で
あ
る
。
同
社
説
に
依
れ
ば
、

山
下
町
沿
岸
の
埋
立
案
は
す
で
に
震
災
前
か

ら
燻
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

他
方
、
市
と
県
の
具
体
的
な
協
議
内
容
は

判
然
と
し
な
い
が
、
一
九
二
三
年
九
月
一
八

日
の
『
横
浜
貿
易
新
報
』
は
「
焼
跡
整
理
に

伴
ふ
残
焼
物
の
処
分
方
法
」
と
い
う
記
事
で

海
面
埋
立
と
と
も
に
、「
そ
の
大
な
る
は
根

岸
瀧
頭
地
先
の
四
十
萬
坪
と
其
他
に
免
許
区

域
の
横
浜
倉
庫
会
社
の
七
万
坪
、
新
山
下
埋

立
地
々
続
の
浅
野
總
一
郎
氏
埋
立
三
万
坪
及

び
市
営
の
神
奈
川
猟
師
町
埋
立
七
軒
町
国
道

用
水
路
の
埋
立
等
に
残
せ
う
物
を
投
棄
せ
し

む
る
も
の
で
、
此
際
懸
案
の
磯
子
瀧
頭
地
先

埋
立
も
之
に
よ
り
解
決
さ
る
べ
き
模
様
で
あ

る
が
、
此
た
め
右
以
外
の
港
内
へ
の
搬
出
は

絶
対
に
不
可
と
す
る
に
決
定
し
て
ゐ
る
」
と
、

具
体
的
な
計
画
内
容
を
報
じ
て
い
る
。
こ
こ

で
注
目
す
べ
き
は
、
山
下
町
の
沿
岸
が
候
補

地
に
挙
が
っ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
瓦
礫
の

多
く
は
埋
立
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
こ
の
時
点
で
山
下
町
の
沿
岸
は
処
分
先

に
指
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
大
型
の

石
材
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
含
む
関
内
方
面
の

瓦
礫
処
理
で
あ
る
。
九
月
二
一
日
の
『
横
浜

貿
易
新
報
』
は
再
び
社
説
で
「
横
浜
の
諸
機

関
の
中
心
で
あ
る
関
内
の
残
骸
整
理
は
、
最

も
急
を
要
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
当〔
マ
マ
〕

路
者
は

宜
し
く
分
業
の
理
法
に
鑑
み
、
此
際
凡
べ
て

の
方
面
に
復
興
の
手
の
伸
び
る
様
に
、
今
少

し
く
注
意
し
て
貰
ひ
た
い
」
と
、
早
急
な
瓦

礫
処
理
を
求
め
た
。
市
街
地
に
近
い
山
下
町

の
沿
岸
が
瓦
礫
の
処
分
場
に
指
定
さ
れ
て
い

く
背
景
に
は
、
早
期
に
瓦
礫
を
処
分
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
間
的
な
問
題
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

既
述
の
『
ヨ
コ
ハ
マ
公
園
物
語
』
に
依
れ

ば
、
こ
の
時
期
の
市
は
復
興
計
画
案
を
練
っ

て
お
り
、
そ
れ
と
並
行
す
る
形
で
山
下
町
沿

岸
の
埋
立
を
県
に
申
請
し
て
い
た
。
九
月
三

〇
日
の
『
横
浜
貿
易
新
報
』
は
、「
市
内
の

震
災
焼
跡
の
土
石
に
対
し
て
は
急
速
に
取
捨

場
を
定
む
る
必
要
あ
り
。
殊
に
関
内
外
の
方

面
は
建
物
が
大
き
か
っ
た
丈
け
に
其
量
も
多

い
の
で
之
が
処
分
個
所
を
山
下
町
海
岸
一
帯

三
万
八
千
坪
と
定
め
県
に
申
請
中
だ
っ
た
が

一
両
日
中
に
許
可
あ
る
べ
く
」
と
、
瓦
礫
処

分
の
見
通
し
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

「
前
記
の
個
所
は
港
の
南
隅
で
岸
壁
築
造
等

に
支
障
な
く
取
捨
土
石
で
埋
立
て
る
こ
と
は

一
挙
両
得
の
策
で
あ
る
」
と
、
処
分
方
針
の

方
向
性
を
評
価
し
た
。

六
、
処
分
方
針
の
決
定

だ
が
、
市
と
県
の
調
整
は
難
航
し
た
よ
う

で
、
二
日
経
っ
て
も
処
分
方
針
は
決
ま
ら
な

か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
港
湾
管
理
を

め
ぐ
る
事
務
的
な
手
続
き
が
あ
っ
た
（『
ヨ

コ
ハ
マ
公
園
物
語
』
一
九
五
―
一
九
六
頁
）。

そ
う
し
た
状
況
に
対
し
、一
〇
月
二
日
の『
横

浜
貿
易
新
報
』
は
再
び
バ
ラ
ッ
ク
建
設
を
訴

え
た
上
で
、「
吾
人
が
数
次
警
告
を
与
へ
た

事
で
あ
る
が
、
廃
墟
の
取
片
付
が
遅
々
と
し

て
一
向
に
捗
取
ら
ぬ
と
謂
ふ
点
に
帰
着
す

る
」
と
、
復
興
の
遅
れ
は
瓦
礫
の
処
分
問
題

に
あ
る
と
指
摘
、「
当
局
者
は
何
故
に
此
取

片
付
に
就
て
敏
活
な
る
処
置
を
採
ぬ
か
、
寔

に
不
審
に
堪
へ
無
い
所
で
あ
る
」
と
、
行
政

側
の
対
応
を
強
く
批
判
し
た
。
そ
れ
で
も
処

分
方
法
の
決
定
に
は
、
な
お
一
週
間
の
時
間

を
要
し
た
。

そ
れ
と
時
間
は
前
後
す
る
が
、
横
浜
市
は

一
〇
月
一
日
に
組
織
を
改
編
、
多
く
を
震
災

前
の
課
制
に
戻
し
た
。
こ
の
時
点
で
交
通
係

の
所
管
し
て
い
た
瓦
礫
処
理
は
都
市
計
画
局

へ
移
っ
た
。
そ
の
後
、
一
〇
月
六
日
の
市
会

に
お
い
て
震
災
善
後
費
予
算
の
審
議
が
行
わ

れ
、
焼
け
跡
の
整
理
費
一
二
〇
万
円
が
可
決

さ
れ
た
。
加
え
て
、
一
〇
月
九
日
に
は
、
埋

立
に
関
す
る
県
の
認
可
も
下
る
こ
と
に
な
っ

た
。
瓦
礫
処
理
の
方
針
は
一
〇
月
上
旬
に

な
っ
て
よ
う
や
く
定
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
一
〇
月
九
日
の
『
横
浜
貿

易
新
報
』
は
、「
市
内
焼
跡
、
土
石
の
処
分

は
各
方
面
に
影
響
を
及
ぼ
す
重
大
問
題
と
し

て
都
市
計
画
局
の
手
許
で
評
定
が
繰
返
さ
れ

つ
ゝ
あ
っ
た
が
九
日
に
至
り
漸
く
其
処
分
方

針
が
決
定
し
た
」
と
決
定
の
経
緯
を
報
じ
つ

つ
、「
市
内
の
焼
失
面
積
三
百
十
五
万
立
坪

の
焼
残
り
土
砂
を
厚
さ
平
均
三
寸
（
約
九
セ

ン
チ
―
引
用
者
注
）と
し
て
十
六
万
立
坪（
一

立
坪
＝
約
一
・
八
立
方
メ
ー
ト
ル
―
引
用
者

注
）
の
内
各
自
敷
地
の
地
上
げ
に
十
万
立
坪
、

道
路
上
へ
の
堆
積
三
万
立
坪
、
道
路
材
料
と

し
て
一
万
立
坪
を
使
用
す
る
に
決
し
原
則
と

し
て
罹
災
者
各
自
の
手
で
処
分
せ
し
む
る
こ

と
ゝ
な
っ
た
」
と
、
具
体
的
な
処
分
方
針
を

示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
即
ち
市
内
高
低
測

量
の
結
果
大
部
分
の
土
地
は
地
上
げ
を
行
ふ

必
要
を
認
め
た
為
め
地
上
げ
残
り
の
土
石
は

宅
地
の
一
隅
又
は
適
当
な
る
場
所
に
取
纏
め

た
上
、
港
内
埋
立
予
定
地
の
山
下
町
地
先
、

根
岸
町
青
木
町
区
有
水
面
、
神
奈
川
棉
花
町

地
先
、
本
牧
十
二
天
先
等
へ
投
棄
せ
し
め
其

他
の
海
面
河
川
下
水
及
び
水
路
等
に
投
棄
を

禁
じ
て
整
理
を
期
す
可
く
」
と
、
大
部
分
を

山下町の瓦礫　1923年9月頃　前川淨二家資料
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地
上
げ
に
使
用
す
る
よ
う
市
民
に
求
め
た
。

翌
一
〇
日
、
横
浜
市
は
「
焼
跡
土
石
処
分

ニ
関
ス
ル
件
」
を
公
示
す
る
。
そ
の
内
容
を

要
約
す
る
と
、（
一
）
道
路
上
に
堆
積
ま
た

は
放
置
し
た
焼
跡
土
石
、
其
の
他
の
物
件
は

本
年
一
〇
月
末
日
迄
に
各
所
有
者
に
お
い

て
取
片
け
る
こ
と
、（
二
）
焼
跡
土
石
、
塵

埃
等
は
濫
り
に
通
路
・
海
面
・
河
川
・
下

水
・
水
路
等
に
投
棄
し
な
い
こ
と
、（
三
）

市
内
の
土
地
は
一
帯
に
低
下
し
た
状
態
で
あ

る
か
ら
焼
跡
土
石
は
な
る
べ
く
敷
地
の
地
上

げ
に
用
い
る
こ
と
の
三
点
で
、
そ
れ
以
外
の

土
石
は
①
山
下
橋
よ
り
税
関
桟
橋
南
百
間
の

地
点
、
②
根
岸
町
土
砂
捨
場
東
隣
り
の
海
面
、

③
青
木
町
船
入
場
区
有
水
面
、
④
神
奈
川
棉

花
町
旧
砲
台
場
西
隣
り
の
公
有
水
面
の
四
ヶ

所
に
投
棄
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

横
浜
市
は
約
一
六
万
立
坪
の
瓦
礫
か
ら
地

上
げ
に
使
用
す
る
約
一
〇
万
立
坪
差
し
引
き
、

残
っ
た
六
万
立
坪
か
ら
二
万
立
坪
を
道
路
用
、

四
万
立
坪
を
埋
立
用
に
充
て
る
計
画
で
あ
っ

た
（『
横
浜
市
日
報
』
一
〇
月
一
五
日
）。
先

に
挙
げ
た
『
横
浜
貿
易
新
報
』
の
記
事
と
若

干
異
な
る
も
の
の
、
全
体
の
四
分
の
一
を
埋

立
に
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

七
、
瓦
礫
処
理
の
実
態

処
分
方
針
の
決
定
以
降
、
瓦
礫
の
撤
去
作

業
が
い
つ
頃
か
ら
本
格
化
し
た
か
は
定
か
で

は
な
い
が
、
横
浜
市
は
運
搬
に
利
用
す
る
ト

ロ
ッ
コ
な
ど
を
整
備
し
て
撤
去
作
業
の
便
宜

を
図
っ
た
。
人
々
は
人
力
で
瓦
礫
を
粉
砕
し
、

ト
ロ
ッ
コ
な
ど
を
利
用
し
て
各
々
指
定
さ
れ

た
処
分
場
へ
運
ん
だ
。

し
か
し
、
横
浜
市
域
の
瓦
礫
処
理
は
計
画

通
り
に
進
ま
な
か
っ
た
。
一
九
二
四
年
二
月

七
日
の
『
横
浜
貿
易
新
報
』
は
、「
市
の
焼

跡
土
石
取
片
付
工
事
は
着
手
以
来
督
励
を
加

へ
其
の
進
捗
に
努
め
つ
ゝ
あ
る
が
一
山
に
積

む
で
あ
る
間
は
比
較
的
楽
に
運
び
出
せ
相
に

見
へ
て
居
て
イ
ザ
取
り
か
ゝ
つ
て
見
る
と
下

の
方
か
ら
大
き
な
塊
ま
り
の
ま
ゝ
の
が
出
て

来
た
り
尚
ほ
チ
ョ
ク
チ
ョ
ク
殉
難
死
体
が
現

は
れ
る
な
ど
却
々
思
ふ
様
に
は
運
ば
な
い
相

で
あ
る
」
と
、
作
業
の
進
捗
状
況
を
報
じ
て

い
る
。
石
材
や
煉
瓦
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塊

は
撤
去
作
業
を
阻
ん
だ
。
そ
う
し
た
状
況
を

打
開
す
る
た
め
、
都
市
計
画
局
は
屈
強
な
在

郷
軍
人
を
現
場
監
督
と
し
て
雇
い
、
二
四
時

間
体
制
で
撤
去
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
。
ま

た
、
可
能
な
限
り
瓦
礫
を
粉
砕
し
、
通
路
の

近
く
に
集
め
る
よ
う
市
民
に
求
め
た
。

だ
が
、
そ
れ
で
も
瓦
礫
処
理
は
円
滑
に
進

ま
ず
、
三
月
上
旬
の
時
点
で
約
一
万
五
千
立

坪
分
は
搬
出
で
き
た
も
の
の
、
半
分
以
上
は

放
置
さ
れ
た
。
そ
の
原
因
は
、
①
要
・
不
要

を
明
示
し
な
い
瓦
礫
が
多
い
こ
と
、
②
崩
れ

か
け
た
建
物
や
大
き
な
塊
を
不
要
と
し
て
市

に
押
し
付
け
る
こ
と
、
③
地
主
と
の
連
絡
が

と
れ
な
い
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
。
都
市
計
画

局
は
現
場
に
吏
員
を
派
遣
し
て
対
応
に
あ

た
っ
た
が
、
上
手
く
い
か
ず
、
三
月
六
日
の

『
横
浜
貿
易
新
報
』
は
、「
二
万
五
千
坪
を

片
附
け
る
に
は
到
底
予
定
の
三
月
末
日
ま
で

に
は
半
分
も
覚
束
な
く
如
何
に
急
い
で
も
五

月
末
か
悪
く
す
る
と
六
月
一
杯
は
か
ゝ
り
は

せ
ぬ
か
と
気
を
揉
む
で
居
る
」
と
、
都
市
計

画
局
の
苦
心
を
報
じ
て
い
る
。

そ
う
し
た
問
題
を
抱
え
つ
つ
も
、
瓦
礫
処

分
の
作
業
は
順
次
進
み
、
六
月
中
旬
に
は
市

内
北
部
と
南
部
の
撤
去
作
業
が
ほ
ぼ
完
了
、

中
央
部
に
関
し
て
も
七
月
一
〇
日
ま
で
に
処

分
作
業
を
終
え
る
こ
と
に
な
っ
た
（『
横
浜

貿
易
新
報
』
一
九
二
四
年
六
月
一
四
日
）。

一
方
、
予
想
以
上
に
地
上
げ
や
道
路
修
理

に
瓦
礫
が
使
用
さ
れ
た
た
め
、
当
初
予
定
さ

れ
て
い
た
六
万
立
坪
中
二
万
立
坪
分
の
費
用

は
不
要
と
な
り
、
瓦
礫
処
理
費
一
二
〇
万
円

は
四
二
万
円
も
余
る
こ
と
に
な
っ
た
。
市
は

そ
の
残
余
金
を
道
路
排
水
の
応
急
費
に
充
て

る
こ
と
と
し
、
六
月
二
五
日
か
ら
そ
の
工
事

に
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（『
横
浜
毎
朝

新
報
』
一
九
二
四
年
六
月
一
五
日
）。

以
上
の
よ
う
に
、
地
震
発
生
か
ら
約
一

〇
ヶ
月
の
時
を
経
て
市
内
の
瓦
礫
は
撤
去
さ

れ
て
い
っ
た
。
そ
の
経
緯
を
概
観
す
る
と
、

瓦
礫
の
大
部
分
は
低
下
し
た
市
域
の
地
上
げ

に
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
具

体
的
な
配
分
量
は
定
か
で
は
な
い
が
、
埋
立

用
に
充
て
ら
れ
た
瓦
礫
も
四
ヶ
所
の
処
分
場

に
分
散
し
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
、
瓦
礫
の
総

量
か
ら
見
て
、
山
下
町
沿
岸
に
投
棄
さ
れ
た

瓦
礫
は
そ
う
多
く
は
な
か
っ
た
。
で
は
、
な

ぜ
山
下
公
園
は
注
目
を
集
め
る
の
か
。
や
は

り
そ
れ
は
「
公
園
」
と
い
う
身
近
な
施
設
に

な
っ
た
こ
と
が
大
き
い
だ
ろ
う
。
山
下
町
沿

岸
の
埋
立
地
が
山
下
公
園
と
な
る
ま
で
に
は
、

さ
ら
に
紆
余
曲
折
を
経
る
が
、
そ
の
点
に
つ

い
て
は
ま
た
別
の
機
会
に
紹
介
し
た
い
。
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